
 

 令和 3年 1月吉日 

（公社）北海道社会福祉士会道央地区支部 支部長 菅 しおり（公印略） 

〔2月 6日延期分〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時 ： 令和 3年 3月 13日（土）   13：30～15：00 （13：15～受付開始） 

 

場  所 ： 札幌市中央区大通西19丁目1番1号（地下鉄東西線西１８丁目駅１番出口徒歩５分） 

社会福祉総合センター ３階 第２会議室 

 

日  程 ： 13：15～13:30  受付 

13:30～13:35  開会挨拶  

13:35～15:00  グループワーク 

           

 

 

対  象 ：地域包括支援センターに勤務する職員 

       社会福祉協議会等の地域支援に従事する職員 

       介護予防センター、その他,地域支援に興味がある方 

定  員 ： 25名 

 

 

受講料：会員 500円(入会手続き中の方を含む)      非会員 1,000円       

     申込方法：申し込み用紙に必要事項をご記入の上、令和 3年 2月 28日(日)までに Fax願います。 

 

※会場には駐車場がございませんので、公共交通機関か近隣の有料駐車場をご利用ください。 

※新型コロナウィルスの感染拡大状況により中止になる場合があります。中止の際にはご連絡をさせていただ

きます。 

※申込締切前に定員を超えた場合は、参加をお断りさせていただく場合がございます。 

①コロナ渦にいけるインフォーマルな活動支援（メリットとデメリット） 

②コロナ渦だからこそやるべきこと・やらないこと 

③今の地域課題とは？（コロナが変えたこと・変わらないこと） 

 

   

 

平素より本会 道央地区支部に対しまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、新型コロナウイルスの流行は、これまで“ふつう”“常識”として行ってきた活動やつながりを

大きく変えてしまいました。まだ出口の見えない状況の中、地域包括支援センター職員も “新しい

ふつう”“新しい常識”へ意識を切り替え、前例のないアフターコロナへスイッチを切り替える必要が

あるのではないでしょうか。 

今回の研修は、自己評価ワークブックを使いながら、①コロナ渦におけるインフォーマルな活動

支援②コロナ渦だからこそやるべきこと・やらないこと③今の地域課題（コロナが変えたこと・変わら

ないこと）というテーマでグループワークを行い、今後の地域づくり、組織づくり、個別支援に生かし

ていきたいと思います。地域包括支援センター職員はもちろん、社会福祉協議会等の地域支援に

従事されている方にとっても有益な学びになると思います。多数のご参加をお待ちしております。 



 

FAX ：011－261－4144  
 

 

 

 

   

   

フリガナ 

参加者氏名 
職種 会員種別 会員番号 

  会員 ・ 非会員  

  会員 ・ 非会員  

  会員 ・ 非会員  

  会員 ・ 非会員  

所属【勤務先】 

住所 

 

名称 

 

電話番号 

 

E メール 

※記載いただきました連絡先は今後研修案内等の際に使用させていただきます 

        

※ 申込締切日 ： 令和 3年 2月 28日 

 研修についての問い合わせ 

   FAX：011－261－4144（北海道社会福祉士会道央地区支部事務局） 

   TEL：090-9525-5627（副支部長島崎） 

   

     


